
特集　ワインをつくる。このまちで。特集　ワインをつくる。このまちで。

そもそもそもそも
ワインワインってってなあに？なあに？

　ワインは、主にブドウの果汁を発酵させたもので、人々に長く愛さワインは、主にブドウの果汁を発酵させたもので、人々に長く愛さ
れてきた人類最古のお酒です。紀元前2,000年頃の文献には、すでにれてきた人類最古のお酒です。紀元前2,000年頃の文献には、すでに
ワインに関する記述があり、古代エジプトの壁画にもブドウ栽培や醸ワインに関する記述があり、古代エジプトの壁画にもブドウ栽培や醸
造の様子が描かれています。造の様子が描かれています。
　中世ヨーロッパではワインが神聖な「キリストの血」と考えられ、や　中世ヨーロッパではワインが神聖な「キリストの血」と考えられ、や
がてその人気はヨーロッパ全土から世界へと広がっていきました。日がてその人気はヨーロッパ全土から世界へと広がっていきました。日
本に初めてワインを持ち込んだのは、ポルトガル人宣教師のフランシ本に初めてワインを持ち込んだのは、ポルトガル人宣教師のフランシ
スコ・ザビエルだと言われています。スコ・ザビエルだと言われています。
　国産ワインの歴史は諸外国に比べて浅く、今から約150年前、明治　国産ワインの歴史は諸外国に比べて浅く、今から約150年前、明治
時代の初期の頃にワイン造りが始まりました。その後、輸入ブドウが時代の初期の頃にワイン造りが始まりました。その後、輸入ブドウが
日本の土壌に合わず、ワイン造りが一時低迷した時期も。しかし、日日本の土壌に合わず、ワイン造りが一時低迷した時期も。しかし、日
本在来のブドウを品種改良するなど、多くの人の努力によって、徐々本在来のブドウを品種改良するなど、多くの人の努力によって、徐々
に日本でもワインが盛んに造られるようになりました。に日本でもワインが盛んに造られるようになりました。

～ワインの造り方～
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破砕機にかけて枝から実を外し、破砕機にかけて枝から実を外し、
ワイン造りに適した状態にワイン造りに適した状態に
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発酵させる前に、果汁発酵させる前に、果汁
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の完成！の完成！
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黒ブドウを皮ま黒ブドウを皮ま
で丸ごと使うたで丸ごと使うた
め、色はワインめ、色はワイン
レッドに。レッドに。
渋味が特徴渋味が特徴

酵母を加え、15℃前後で酵母を加え、15℃前後で
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皮を取り除き、皮を取り除き、
果汁のみを使用果汁のみを使用
するため色は透するため色は透
明に。明に。
酸味が特徴酸味が特徴

平成27年、埼玉県から那須塩原に移住し、ブドウ農家となりその後結婚。令和2年は収穫したブドウ
を足利のワイナリーに委託して醸造し、5種類のワインを製作。令和2年11月開催のO
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NSEN・ガスト
ロノミーウォーキングでは圃
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場がコースに組み込まれ、参加者にワインを振る舞った。
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◀�ONSEN・ ガ ス ト ロ ノ ミ ー ウ ォ ー
キ ン グ で 参 加 者 が 舌 鼓 を 打 っ た

「I
イ タ ム ロ ー ニ ュ

tamurogne」。口コミで人気に火が
付き、即完売に

▼�ブドウの世話をする石井夫妻。手を
掛けた分だけおいしくできあがる

石井ぶどう
インスタグラム
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夢
は
、
憧
れ
か
ら
始
ま
っ
て
も
い
い
。
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